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人体に於ける脊髄小脳路（Tractus spinecerebelgaris）

の小脳内終：末に鞭て
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緒

 脊髄小脳路は古くより一般に背側脊髄小脳路

（Flechsig 7）の経路），腹側脊髄小脳路（Gowers

le）の経路）の二系に分けられ研究されて來た．

即吟もMarburg 2i）， Lewandowsky iY）の如く腹

側脊髄小脳路と背側脊髄小脳路を区別するこ．と

の不合理であることを提唱する人もあったが，

その主張は十分なる解剖学的根拠を件はなkrN fo

めに一般の容認を受け得す，依然として両者を

区別する人が多かった．

 然るに近年久留教授18）は，從來両脊髄小脳路

の鑑別点たる（1）起始の相違，（2）交叉性の

有無，（3）脊髄横断面内における位置の相違，

（4）索状体を通るか，前髄帆を通るかの問題，

（5）終末部位の差等の5の観点より，種々の

変性標本を槍討され，両経路を別個のものとし

て対立せしむる考へ方は誤りであり，脊髄小脳

路ig 一一系しか存在しないものと考ふるととの要

当であることを主張された．余もこの久留教授

の読を前提として筆を進めんと思ふ．

 脊髄小脳路の小脳内絡末部位が小脳虫部

（Vennis cerebelli｝である～二とに関しては，多

くの紳経学者の意見が大体一致してみる．殊

に，Vermis superior（小舌，回心小葉，山頂）

言

に最も多数の終末織維を見，Sulcus primariusと

Fissura secundaとの闇にヒれより少数の絡末

織維を見るtとに関しては異論がない．即ち前

者より少数に錐体に，更に少数に山腹，隆起へ

の潤筆を見るものであって，Fissura secundaよ

り尾側の虫部即ち虫垂，結節への弾手は極めて

少数或は殆んどないとなす人が多い．なお，こ

の外小脳牟球，小脳内諸核への終末をも規定し

てみる少数の学者があるが，その諸読は一般的

の容認を得てみない．

 叉脊髄小脳路の絡末織維が苔歌織維をなす

か，登上織維をなすかの問題に関しては全く対

踪的な意見が行はれて來た．

 余は教室において保管せられてるる脊髄並に

延髄障碍例中脊髄小脳路に変性ありと思はれる

6例7列の人小脳March｛標本の蓮続切片（5

例矢状断面切片，2例前額断面切片）を槍索す

る機会を与へられなので，今その所見を記載し

ヒれを基礎として，脊髄小脳路の小脳髄質中の

走行，小脳内側副枝の有無，小脳虫部における

終末部位，小脳内における交叉の問題，登上織

維に隔るか，苔歌織維に終るかの問題に関して

考察を加へて見ようと思ふ．

症

症例の総ては，曾って教室員片山16）・佐野31）・山本

例

37）等に依って報告せられた所であるので，叢には重要
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な事項のみを三軍に記載する（第1表）。

 第1表申第4標本と第7標本は同一症例に由溢する

屯のであって，第4標：本は小脳左回の矢駄断面連続切

片，第7標本は小脳特牛の前額断面蓮続切片である。

所 見

 前記7例の5⑪μ蓮続切片検索に法り次の如き

所見を得た．所見は小脳矢状断面並に小脳前額

断面におけるものに分けて記載する．以下小脳

内細部に関する名称は総てziehe113呂）の記載に

依るヒとにする．（第1図）．

 （1）矢1伏断面所見

 第1標本の所見を主に蓮べ，～これを補ふにそ

の他の症例の所見をもつてする．切片の記載は

正中断面より側方に進み（A）」（：B），（C），（D），

（E）の5面に分ち記載する．（第2図（a），（b））．

 （A）正中断面に近く，二二核の現はる面．

 （a）前髄帆，中心髄質にお回る変性繊維の走

行（二二1）．

 前髄帆より小脳の中心髄質（Zei）trales Mark－

Iager）に向V、 Ventroproxi】nalより d⑪rsodistal

に走る多数め変性織維群を認める．二二腹側脊

髄小脳路と謂はれた繊維群に一致する．これら

の繊維群の大部分は前小脳交連ヒ達するも，一

部はrostralに曲り直接中心小葉，中品小葉
（Lobu］us intermed三us， Marburg EL’））の髄質中に

入る．第2標本，第3標本にお・いては特にとの

傾向が弧V・．第2標本では前小脳交連は明瞭に

現はれて居らす，中心小葉に直接入る繊維が可

なり多数に存在する．叉第3標本では直接に小

舌に入るものも認められる．前小脳交連より出

る繊維の一部は背側に進み Truncus verしicalis

に入りその中枢側を走る．叉前小脳交連より出

る小数の織維は申心髄質の背側を末梢側に走

り，Ramus Iobuli P⑪steriorの中に入り，主に

その中枢側に分布する，i経前髄帆繊維の申少数

のものは前小脳交連に入ちす，直ちに室頂核の

背測を弧欣に末棺側に進み，錐体の髄質に入る

のが見られ，～これらの繊維の中の更に少数のも

のが二二核中に二二二こに絡末してみるような
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印象を受ける．叉少数のものが室頂核の腹側を

末梢測に進み錐体に入る．t．の状態は，第3標

本におV・て特に明瞭に見られる．

 中心髄質では前小脳交連と思はれる部に最：も

密に変性一粒を認め，主に横切繊維よりなり交

叉性のものと思考される．

 （b）各小葉内における変性繊維の分布駄態．

 各小葉髄質中の変性織維は品切された織維束

をなして末梢部に向い走り，途中分枝せる多く

の樹枝状の細小葉髄質に入る．その分布密度は

第1標本では中心小葉，中間小葉に最も多く，

次いでRcu I， Rcu：1 1に多い， Rcu III， IV

IV「IWになると可なり減少し，中心小葉の穐

程度になる．小舌に終末する変性繊維の数が

これに次ぐ． Sulcus superior anterior （Sulcus

prjmarius）を境として：Lobu窪P⑪steriorに行く

と変性繊維は著しく減少する．その中では錐

体，山腹の順に多く，山腹分枝申Rdca， Rdcb，

Rdccの順に多い．虫隆1起，虫板にも極く少i数

の変性繊維を見る．亦Trullcus vert丘ca五isと

Truncus hor i zonta lisとの間にあるZwischengyrus

にも小数の変性繊維の分布を見る．

 Su】cus inferior anterier（：Fissura secunda）の

下方即ち虫垂，結節には変性繊維は認められな

lo．

 第2一第5標本においては，変性織維の数は

第1標本に比し全般的に可なり減少してみる

も．その分布厭態は大体第1標本の場合に準

ずる．第；4標本では中心小葉，小舌，：Rcu I，

Rcu I’は同程度にて最：も多く， Rcu IIがヒれ

に次曽，Rcu III， Rcu IVでは急減し， Rcu IV’

では再び増加する．

 小舌，中直小葉，中心小葉，山頂の変性織維

は大部分，前小脳交連よりこれら小葉に入れる

ものにして，一一一部前髄帆より中心髄質に入れる

織維を直接受け入れてみる．山腹は中心髄質の

背側を1走る織維を主どして受け，錐体に入る繊

維は室島民の背側を弧歌に末椚に走る織維及び

その腹側を走る少数の繊維より成ってみる．

（二二1）．

 各小葉申の変性繊維は均等に縦走してみる

が，Truncus verticalis及び山頂各枝においては

そのrostralに密でcauda1に粗である．山腹

においても若＝干かかる傾向が認められる。

 （c）各小葉中の変性繊維の終末ナ三態．

 小葉髄質申を走る変性織維は細葉の小枝に分

枝し，こtで穎粒暦を貫通して上昇し，穎鼻面

と分子暦の境界にあるPurkinje氏細胞の周辺

まで確実に追跡できる。ヒれらの繊維は誌上織

維をなしてPurkinje氏細胞に撮直するような

印；象を受ける．

 第1標本では中心小葉，中宮小葉，山頂にお

いて，第3標本では小舌，中心小葉において特

に明瞭にかかる絡末歌態を観察することができ

る．（写眞2（b））．   ・

 （B）球菌核の現はれる面

 （a）結合讐，中心髄質における変性繊維の走

行．

 結合腎においては，その背側に多数の量切変

性織維が見られ，restralよりcaudalに走り中

心髄質に達し，大部分は前小脳交連に入る．こ

れは主に面面腹側脊髄小脳路と称せられた繊維

より成ると思はれる．tの繊維束の背側部の少

数の繊維はrostralに弧を画き中問小葉，中心

小葉に入る．更に比較的正中面に近い標本では

小舌髄質と結合腎とは密に接して，結合讐背測

の変性繊維は一部小舌中に入るのが見られる．

叉との繊維群の腹側部の少数のものは前小脳交

連に入らす，その腹側部でcauda1に弧を画き

曲り，心証核背側を通り山腹，錐体中に移行す

るのを見る．

 結合腎腹側部にも小数中心髄質に向ふ変性．織

維があり大部分は温感核背側を，一部は腹側を

caudalに走り錐休に入る．第4標本においても

かかる傾向は明かに観察できる．結合腎申の変

性織維は一般に標本が二方に進むにつれ数を減

する．

 前小脳交蓮におV・ては多数のrostrocaudalに

走る織維とventrodorsalに走る織維とが交叉し

て密な繊維群を二二してみる．これらは二二多・
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くの人により背側脊髄小脳路と称せられたもの

に一致する繊維群である．（A）切片に見られた

；横切繊維は殆んど認められなV・．ventrodorsal

に走る繊維は主にTruncus verticalisに入りそ

の吻側部を強力な繊維束として背側に進み大部

分はRcn 1／II（Rcu IとRcu IIとの合した

もの）に入り，更にRcu I， Rcu IIに分れ絡

末する．その尾側を進む織維は吻側繊維に比し

遙蛮に少i数にしてRcu III／IV（Rcu III， Rcu

IVの合したもの）に入り，更にRcu III， Rcu

IV， Rcu IV「， Rcu I V txに分れ分子∫する． ventro－

dorsalに走る繊維の中腹側に向ふものは主に小

’舌中に侵入しとこに絡末する，

 前小脳交蓮織維中rostrocaudalの方向に走る

織維は吻側に向っては中心小葉，中間小葉に大

部分入り，尾側に進むものは中心髄質の背側部

を横走し球朕核の背側を通り，大部分は錐体に

入る．中心髄質を通過する中に高歌核に側副枝

を分枝する傾向は見られない．

 rostrocauda1の方向に尾側に進む織維群の中．

その背側部にある可なりの部分は球歌二品側部

の辺りで背側に：方向を転じTruncus horizontalis

に入り主にその吻側部を走り，更に山腹，虫

板，．虫隆起に分枝し，そこに経る、

 （b）各小葉内の変性繊維の分布状態．

 各小葉髄質内における変性繊維の分布密度に

関し考察を加ふるに，第1一第3標本では中心

小葉，二二小葉，小古に最も密度が高く，而も

三回忌略同程度である．次いで山頂に多く，山

頂ではRcu I／II， Rcu IIIIIV， Rcu IV「， Rcu

IV”の順に多く分布する．

 Sulcus primariusを境として Lobus 1）osterior

になると著しく変性織維の数を減することは

（A）切片同様なるも，錐体には可なりのi変性織

維を認め，第2標本では山頂程度の密度を有し

てみる．山腹では極めて少く，その細小葉中

Rdca， Rdcb， Rdccの順に減少し，虫隆起，虫板

にも僅少の辰宿繊維を見得る．第2標本では虫

隆起から小脳牛球部たる下牛月小葉への移行を

追跡できるがi変性繊維はこヒには全く見られな

Vs．

 Zwischengyrusには少数の変性織維が見られ

る．虫垂，結節には各標本を通じ変性織維を認

め得なかった．

 各標本を通じ，球斌核の現はれる面では，標

本が側方に進むにつれ，回心髄質及び各小葉髄

質申の変性織維は数を塘し密に並ぶのを観察で

きる．

 （C）各小葉中の変性繊維の絡末歌態．

 Marchi至適時期に近く検索の行はれた第3

標本において，小舌，中心小葉に分布する織維

が顯粒暦を上行しPurklnje氏細胞の附近にまで

到達する状態を明かに観察することを得た，

 （C）栓西面の現はれる面

 （a）結合轡，中心髄質における変性織維の走

行．

 結合讐の背側縁に可なり多数の前小脳交連に

向ぴrostrocaロdal の方向に走る上面変性繊維

を見るのは（：B）切片同様なるも，（：B）に比し

この面ではその数を相当減する．大部分は前小

脳交連に達するも，一部は直接に中品小葉，中

心小葉，Rcu IIIIに入る．更に腹側の一部は

（B）（a）同様に栓歌核，球状核の背働部に接し

て尾側に走り錐体，山腹に入る．結合讐の背側

縁を除く大部分には中心髄質に向う小数の織維

が存在し核領域の腹測を尾側に向い走り錐体に

入るのを観察できる．第；1標本，第4標本にお

いてこれらの繊維中極く少数のものが栓温血を

貫通して錐体に入るのを証明し得た．

 前小脳交連では（B）切片同様rostr⑪caudalに

走る織維群とvent・。d・rsal re走る繍維群が交叉

してみるのが見られるも，側方の面に進むにつ

れ，後者は徐々に減少し，前者のみが五言にな

って逼る．而して：このr⑪strocaudalに走る織維

群は尾側に進むに從い背側に凸面を向ける弧を

画き核領域を包むが如く走り，大部分は錐体

に，一部は山腹に入る．これはZiehenの所謂

vlcr繊維に該当するものにして，從來諸家の所

謂背側脊髄小脳路に一致するものである．

 更に前小脳島島より小舌，中高小葉，申二二
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葉に入る多数の織維を認めるも，（：B）切片に比

しその数は可なり減少してみる．前小脳交連よ

りventrodorsalに走る織晶群は背隙こ延び，大

部分はRcu I／11に入り，一部はRcu IIIIIv

に入る．

 ｛b）各小葉内の変性織維の分布状態．

 Sulcus primariusを境としてその吻側のLobus

anterior一における変性織維分布密度は（B）切片

同様にして中心小葉，中立小葉，小舌に最：も多

く， 山頂が～これにi突ぐ． 山頂では：Rcu I／II，

Rcu III／工v， Rcu Ivノ， Rcu Iv”の順に多く終

末す胤 これらの織維は側方面に行くにつれ

減少する傾向にあり，第：2標本ではRcu III，

Rcu IVには最：早変性繊維は見られず，第4標

本でもRcu IIIIIv， Rcu Iv’には殆んどi変性

織維は認め得ない．

 これに1反：しLobus posteri⑪rにおけるi変性織

維の歌は（B）切片におけると異なり，可なり

その数が多く且つ側方面に行くにつれその密度

を増加する．即ち中心髄質の核領域の背渕を

r⑪strocaudalに走り錐体，山腹に入る変性織維

が増加するに高いLobus posterior内の変性繊

維も高温する．

 錐体には極めて多くの変性繊維が認められ主

にその背側；部に分布し，その密度はRcu I／II

程度である．山腹は錐体に比し可なり織維i数を

減じその分枝中Rdcaに最も多くRdcb， Rdcc

の順に減少する．虫板，虫隆起にも可なりの変

姓織維を認める．第3標本では張板は上職月小

葉に，虫隆起は下立月小葉に移行しているのを

証明できたが，とれらの小脳牟球部中への変性

織維の移行はとれを認め得なかった．

 ZwischengyrUsには最早変性織維はなく，亦

虫垂，結節にも各標本を通じ（A），（B）同様に

変性繊維は認められなかった．

 （C）二一小葉申の変性繊維の終末論態．

 tの面では（A）、（B）の如き明かな終末状態

は観察できなかった．

 （D）栓歌核が大きく現はれ，歯状核の背測部
       
並に腹側脚が現はれる面．

 （a）中心髄質にお・けるi変性織糸睡の走行．

 結合脅は最：早大きく現はれてるなV・．中心髄

質のdorsorostralの部（小舌の腹側）に略紡錘

形をなしてventrorostralよりd⑪rsocaudalの方

向に走る法大な縦切変性繊維群があり，Marchi

穎粒が極めて密に排列してみるのを見る．この

織維群は索歌体の大部分を占めてみる張力なる

繊維群より由來するものと思はれ，從來の名称

に依れば主として背側脊髄小脳路を構成したも

のであらう．その背側部のものは直接中心小葉

の方向に，更にdorsocaudalに進みではRcu

IIII， Rcu III， Rcu Iv／／1v’／の方向に曲りそ

れぞれそれらの小葉中に侵入する．その中心部

のもの即ち紡錘形織維群の主流をなすものは背

側を凸にする弧を画き，歯状核の背側部に密に

接して尾側に進み，大部分は’rrruncus h⑪rizo－

ntalisに入り，一部腹側のものは栓歌核，球歌

心に接して弧歌に腹側に曲り錐i体に入る．

Truncus horizontalisに入れる織維は主にその腹

側部を走り虫板，虫隆起に達し，小数のもの

は、，その背側を走りRdca， Rdcb， Rdccに分

布する．

 紡錘形繊維群の腹側部のものは二二核の背腹

両側をとれをとり囲むように走り，更に球歌核

の背側に出で，ヒれに密に接して弧を画きつつ

末梢に進み錐体に入る．これらの繊維の僅少の

ものは二二核中に侵入し，一部は～二とに終末す

るように思はれる．一部はとれを：貫通して球歌

核の背側に出で更に晶晶に入る．

 （b）各小葉内の変性織維の分布冷点．

 各小葉中の変性繊維の数はくC）切片に比し

著しく減少し，側方面に行くにつれ～二の傾向が

大になる．

 中心小葉，虫板，虫隆起，錐体，小舌の順に

多く，山頂では著しく減少してみる．山頂各枝

にお・ける変性織維分布は略同程度で何れも少

い．第2標本，第4標本では変性織維はRcu
III， Rcu IV， RCII IV「には認められす＝f Rcu

I，Rcu IIに僅かに認められるのみである。

 各標本を通じ虫垂，結節，Zwischengyrusに
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は変性織維は認められなかった．

 亦ヒの面では扁桃が大きく現はれてるるが，

ヒヒには変性二二は認められない．

 （c）各小葉中の変性織維の絡末欺態

 tの面では虫部各小葉は一部牛球部各小葉に

移行して：おり，変性織維の絡末歌態を明瞭に観

察することができない．

 （E）歯1瓜核が大きく現はれ，途には閉鎖性円

輪を形成するようになる面．

 （a）中心髄質にわける変性繊維の走行．

 中心髄質中歯欺核のdorsorostralの部に（D）

切片同様に尾側に行くにつれ尖れる紡錘形をな

せるvet〕亡roproxima1よりdorsodista｝の方向に

走る張力な変性二二群があるも（D）切片に比

し可なりその身を減じてみる．これらの織維は

尾側に進むにつれ，歯歌核を外側より取囲むよ

うに走り，主に錐体に入る．（vlcr繊維）．

 紡錘形繊維群の背側部をなす可なりめ数の変

性織維が背側に方向を転じ中心小葉に入込んで

みる．ことにおいてはこれら変性繊維は斜走

し，dorsocaudalよりventrorostralの方向に走

って密に排列してみる．その二極少数の一部が

Rcu IIII， Rcu III， Rcu IV， Rcu IV’／IV’t，

山腹に入るのを見る．

 （b）各小葉内の変性織維の分布二七．

 各小葉内の変性繊維数は（D）切片に比し更に

減少する．小舌は姿を消すが，中心小葉の髄質

は比較的強大にして多数の変性繊維を見，その

分布は各小葉中最も著明である．錐体にお・ける

分布がとれに次ぎ，その他の小葉内には極めて

小数の変性繊維が存在するのみである．

 虫垂，結節は最：二三はれて居す，扁桃が大き

く現はれて居るも，ヒこには（D）切片同様：変

性織維は認められなかった．

 （C）各小葉中の変性繊維の絡末状態．

 との面ではPurkjDje氏細胞附近に至る終末

封夫：態は明瞭には認められなかった．

 （II）前額断面所見．

 一側性に病変のある第6標本について主とし

て所見を記載し，これを補ふに第7標本を以っ

てする．切片の記載は尾測より吻側に向い進

み，（A），（B），（C），〈D），（E），（F），（G），

（H）の8切片に分ち記述する（第3図）。

 （A）最尾側面にして錐体が大きく現はれる

面．

 （a）中心髄質並に牛二部における変性繊維の

走行（写眞3）．

 第6標本右側牛に：拾V・て中心髄質中央部全般

に亘り横切されブ乞強力な変性織維群を認め，そ

の末端は各々虫部に向ふ傾向にある斜切変性織

維より成立し，一部は，この面に現はれる両側

小脳牛球を結ぶ虫隆：起にお・ける交蓮；CO1， CO2

に侵入してみる．これら横切変性織維領域の腹

｛則4圭音罫には  d⑪rsolater：il より  veDtro即ed量a1に

斜走する可なり密な品切変性織維群が混在して

居り，その山鼠側における一部のものは錐体に

おける交蓮P，P「に侵入してみる．

 右側に比し左側中心髄質における変性織維は

極めて少く，少数の横切変性織維を見るのみで

ある．

 牛球部では二腹小葉が大きく現はれて居り，

その髄質申にはdorsolateralより．ventromediaI

に斜走する強力な変性繊維を認め，各細小葉に

入るのが見られる．扁桃も可なり大きく現はれ

若干の変性織維を認める。

 第7標本では中心髄質，牛球高小温温に変性

繊維は未だ認められない．

 （b）虫部における変性織維の分布歌態．

 錐体は大きく現はれSulcus intrapyramidalisに

より腹側部，背側部の2に分れるも，中枢側に

進むにつれヒれらは交連P，P’を形成し，両牛

球部を蓮結する．中心髄質の斜走織維の一部が

P，Pノに入込んでみるととは前述せるも，錐i体

の各髄質にはかなりの横切織維が顯著に見られ

る．所々に背腹方向に走る品切鐵維も可なり認

められ，隣接する髄質中に移行し，一部は更に

顯粒公民を上行し，Purkinje氏細胞の附近に

絡忘する三態が見られる．尾側の面では錐体腹

側部に変性顯粒が多数に存在しありしも吻測の

面に進むにつれて背側部に増加する．右側二二
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体に損傷の加つ距第6標本では一般に変性繊維

は右下孚に密にして左側牢の約2倍程度の密度

である．

 吻側の面に進むにつれ錐体の腹側に虫垂，背

側には虫隆起が現はれ，後者においては2の交

連COI， CO2が形成される． COI， CO2には

少数の三三方向に走る繊維を認める．虫垂にも

若干の変性繊維が認められるが，これは前庭小

脳路に属するものと思はれる．

 Marchi至適時期の槍索でない第7標本では

第6標本に比し変性繊維は極めて少数なるも，

その分布欺態は犬体後者に準ずる．

 （：B）半輪型をなせる二二核が現はれ，虫垂が

大きく現はれる面（写眞4）．

 〈a）中心髄質並に牛二部における変性繊維の

走行．1

 申心髄質においては，歯歌核の周囲全般に亘

り彊力なる横切変性織維群が見られる．吻側に

進むにつれ円輪形をなす歯厭核はmedioldteral

の方向に長く拡り，途にはHilusを開口し，多

くの起伏を生じCavumnuclei dentatiを形成す

るが，Cavum内にも可なりの横切変性繊維を

認め，更にdors。latera1回目ventromedialに斜

走する多数の縦切変性繊維をも認めるようにな

る．とれらの変性織維は恐らく索歌体の損傷に

より障碍を二つブこ前庭小脳路の織縮並に手術

時小脳脚下部の牽引等により変性を惹起せる

Tractus corticodentatusの織維と思はれる．亦

これらの繊維群の一部はZiehen 3s＞の所謂SC

織維に該当するものにして，Tractus pontocere－

bellarisの一部をなすものと思考される．

 吻側の面に進むにつれ歯歌核の背側部に

ventr⑪】ateralよりdorsomedia1の：方向に奈1走

する織維を認め，一部は虫隆起における大きな

交連Com（’COIとCO2の合したもの）の中に

入り，一部は更に背側に進み虫下の交連に入

る．ヒれらの繊維はZelhen鋤の所謂bcr繊維

に相当するものにして主に二二諸家の背側脊髄

小脳路より成立ってるるものと思はれる．下働

に向ふにつれて増大する傾向にある．

 牛二部では（A）切片同様二腹小葉髄質中に

d⑪rsolateralよりventromedialに斜走する強大

なる変性繊維群あり中心髄質の横切変性織維と

蓮；正してみる 扁桃には1（A）切片に比し遙ib》

に少数の変性繊維を認める．二腹小葉，扁桃共

に吻側に行くにつれ徐々に小さくなり，それと

共に変性織維の数も減少する．

 左側中心髄質にては右側のそれに比し著しく

i変性繊維少なきは（A）・切片同様なり．

 （b）虫部における変性繊維の分布憎憎．

 錐体における交連P，P’は合して太き交蓮

P十P’に発達し，その背側に新交蓮P”を生する．

更に吻側の面ではP＋P’とP”は合してP＋P’

＋P”（PVと記す）を形成する． P＋P！には主

に横切変性織維が認められ，その背側部に端

切された斜走せる変性織維が相当数認められ

ventrolatei’a】よりmediodorsalの方向に走り一

部は穎二二を上行し，1’urkinje氏細胞に到達

する像を明瞭に観察することができる．吻側に

進むにつれ，この種斜走変性繊維は増加し，そ

の走向も背腹方向になる．亦横切せる変性繊維

もそれと共に漸減する．tれらの斜走変性織維

は中心髄質の内渕にある背腹方向に走る織維よ

り由証せるものの如く，ヒれと連絡してみる．

後者は中心髄質中を背側に進み，虫隆起，虫板

における土工に入込んでみる．tの種の変性織

維は吻側に進むにつれ増加し，更に一部は腹側

に延び虫垂の髄質中にも侵入するが如き傾向を

示す．

 1）Vでは：三二．緻維は殆んど下腹方向に走って

居り（A）切片同様一般に右側牛に密で左側宇

には粗である．

 Sulcus inferior anteriorを：境として，錐休の

腹側に虫垂が大きく現はれ，数個の・j・葉に分れ

てみる（背側部のものより Ul， U2， U3と名

付ける）．これらには殆んど変性緻維は認めら

れないが，吻側の面に進むにつれ，虫垂髄質へ

移行する部UcmよりUiに，中心髄質より由

來せる少数の変性繊維が入込み背月隻方向に走っ

てみるのが見られる．
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 錐i体の背側には虫隆起，虫板が（A）切片よ

り大きく現はれ，CO1， CO2の他に新交連

CO3現はれ途にはヒれら3者は合してLobus

posteriorの：巨大なる交連Comを形成する（二

二断面のRlpに該当する．）尾側の面では未だ

これらの交蓮には変性織維は認められないが，

吻側の面に進むにつれ中心髄質より入込む変性

繊維は漸乱し，交連内では主に背山方向に走っ

てみる．との面でも変性織維は右回に圧倒的に

多く，左側には少い．

 第7標本では第6標本に比し変性織維が極

めて少いと．とは（A）切片同様である．Lobus

posterforの二三に拾ける織維はCO3に最：も多

く認められ，COヨ， CO1がこれにi次いでみる．

PVにおける織維の走行は大体第；6標本に準じ

てみる．

 第6，第7標本を通じて，変性繊維の分布密

度は錐体（PV）に最も多く，CO3， CQ・， CO1

の順に減少する。

 （c）球歌核が現はれ，結節が大きく現はれる

面（油島5）

 （a）中心髄質：並に牛球部における変性織維の

走行

 歯歌核の周囲全般に亘り多数の横切変性繊維

を認めるヒとは（B）切片同工なるも，吻側面

に進むにつれとれらの繊維は腹二部に密にな

り，背側部に．粗となる．

 とれら変性織二二の腹二部に：Formatio fasci－

culata より由來：せるものと思はれる， dorso－

medialより ventrolatera 1の方向に走る可なり

多数の変性織維が見られ，今や大きく現はれて

るる索歌体のdorsolateralの縁を取囲むように

して横切り下り：Flocculus（二三〉の中に入る

のが認められる．とれは恐らくは索歌体の損傷

によ珍障碍を蒙クたか，或は前庭乖諸経根の牽引

によりMarchi穎粒を現はした前庭小脳路の織

維と思はれる．

 （B）切片において認められた歯欺核の背側部

をventrolateralよりdorsomedia1の：方向に弧厭

に走る変性織二二は，その数を可なり二二し，

中心髄質のdorsomedialの部に至り，大部分は

歯状核の背側：部に滑ひ腹側に曲りCOmに入

り，一部は更にPVに：入る． tの織出品の背

側部の一部は山腹の髄質に移行する．

 扁桃は左側のみに現はれてるるが，その髄質

には変性織維は認められない．

 ～二の面では記田犬体は大きく現はれ，その大部

分は：dorsoventralに1走る密な紡錘形をなせる織

維群により占められて居り，中心髄質に侵入せ

んとする態勢を見せてみる．この変性繊維群は

主として從來諸家の所謂背側脊髄小脳路より形

成されてみるものと思はれる．

 左側中心髄質，牢面部には変性繊維は殆んど

認められない．

 第7標本におや・ては中心髄質並に牛面部には

まだ殆んど変性織維を認めないが，壷皿犬体中に

は第6標本同様紡鍾形をなす弧大な織維群を見

る．吻側面に進むと液晶核，球が犬核の藁囲に

dorsoventralに走る少数の織維があり， Com，

PV並に山腹の交連に移行してみるのが見られ

る．然し，ヒれらの諸核に絡末する繊維は認め

られない．

 （b）虫部における変性織維の分布立面．

 錐体の交蓮PVは小さくなり，吻側面に進

むにつれ虫垂の交蓮U1と合してPV十U1を

作り，更にComと合してCom十PVを形成
する．（B）切片に認められだ横切変性織維は清

失し，誤読方向に走る縦切変性繊維が多数認め

られる．これらの変性織維は交蓮の辺縁部に多

く，中央部には少い．辺縁の変性繊維の一部は

顯粒層を上行しPurkinje氏細胞に到達するの

を観察できる．PVより可なり多数の織維が中

心髄質を介して：Ulに入込み，途には両者合し

てPV十Uとなるに及び，背腹方向に走る変性

織維は漸増する。

 Comにおや・ても豪腹方向に走る変性織維の

みが多数に認められる．Sulcus primarillsを境

としてその背側には山腹が大きく現はれ，矢状

断面にむける山腹の分枝Rdca， Rdcb， Rdccに

相当する交連が認められ，高歌核の背外側を斜
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走する索歌体に由濡せる変性織維が多数これら

の交連に入込んでみるのが見える．交連におい

ては変性織維は主に背腹方向に走り，その分布

密度はRdca， Rdcb， Rdccの順に多く矢三二」

面の所見と一致してみる．

 変性繊維は全般的に見て右側に多く，左門に

少く，その分布密度の比は大約2：1である．

 虫垂は（B）切片におけるより小さくなり，

虫結節が大きく現はれてるるが，両者共に変性

織維は含まれてみなV・。

 （D）栓歌語が大きく現はれ，二線核の一部

が現はれる面（写眞6）

 （a）中心髄質にわける変性織維の走行．

 歯歌核腹側周辺に微細なる横切変性織維を認

めるのは（C）切片嗣様なるも，吻側面に進む

につれその数は減少し，途には潰失する．

 索月犬休における変性織晶群は今や極めて著明

なる集束を形成し，紡錘形といふよりは寧ろ底

面を背側に向けた三角形を呈する．個々の変性

織維は面訴方向に走り，その大部分は歯欺核の

外側をとのものを取囲むが如く弧歌に背側に昇

り主として山頂，Zwischengyrusに入り，一部

は歯状核心側部で腹側に向きを換，へ栓歌核の背

側を通り，Commigsura m三L911a（ComとPVの

合したもので爾後Comgと略記する）に入る．

これらの変性織維はZiehen 3sL）の所謂bcr繊維

に一致するものにして，主として從來の諸家の

背側脊髄小脳路繊維を包含するものと思はれ

る．詠歌休心高慮の少数のものは歯朕核の内側

を背側に上行しComgに入る．このものの一

部は栓歌核に側副枝を逡：るような印象を受け

る．吻側面に進むにつれとれらの変性織維は釜

kその数を増加する．

 第7標本では第6標本に比しbcr繊維は著し

く少数にして，大部分はComgに移行し，山

頂に行くものは少い．

 （b）虫部における変性織維の分布歌態．

 Com9においてはその背側部を変性に陥った

bcr織維が横走し，一部は対側に移行してみる

のが見られる．叉室頂核周辺に多数の横切変性

織維を認めるも，とれはbcr織維の方向を変

換，し元ものが横切されたものと思はれる．

 Zwischengyrus，山頂における変性織維は主に

三川方向に走ってみるが，Purkinje島細胞附近

にまでとれを追跡するヒとはできない．

 第7標本では山頂において既に矢1伏断面に山

けるRculve，1〈．culvrに該当する交連が現は

れ，その中に向って少数のbcr系の変性繊維の

侵入するのが見られる．

 虫垂は：最一二現は：れて居らす，虫結節もノ」・さく

現はれて居り，その申にi変性織維は認められな

v、．

 （E）室二二が大きく現はれ，結合讐の出現す

る面（写眞7）

 以後（a），（b）に分けすに記載する．

 索歌体にお廿る：変性織維は前回の場合と同じ

        ドく強大なる集束を形激し，歯状核の外側をbcr

繊維として弧1伏に取囲みつつ背側に進み，山頂

の分枝RculW， Com9に入る．一部（（D）切

片の場合より遙かに増加してみる）は凱歌核内

側を背1則に向ひ，主に栓丸丸の内側を，少数の

ものがその外論即ち凱歌核と栓状核の聞を通

り，Comgに移行してみる．歯1白鼠，栓歌核の

内山を通る繊維の極めて一小部分は結合瞥周辺

を吻側に上行し，とれを廻るようにして更：に尾

側に：方向を転じComgに入る．ヒtの走行をた

どるものに從來腹側脊髄小脳路の名称を与へた

ものと思はれるが，～これは索歌体を経由した織

維である点で從來の償習に從へば背側脊髄小脳

路にも所属すべきものである．とれらの繊維の

一部は室頂核に側副核を三ってるるのが観察で

きる．叉歯歌核と栓胴亥の闇を通過する織維の

一部は栓歌核に側副枝を逡ってみるような印象

を受けた．

 との面ではComgが最も大きく現はれ、そ

の背側の暦では短い背腹方向に走る縦切変性繊

維が多数存在し，山頂の変性繊維と連絡してみ

る．bcr中の変性繊維並に歯歌柱内側を走る変

性織維はCむm9に入｝，合して横走する強大

なる変性繊維群となり，その二二の大部分を占
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め，一部は対側に移行してみるのが観察でき

る．Comgの腹側の暦では：室頂核が大きく現は

れ，その中に粗なる横切変性織維を可なりのi激

認めることができる（面訴8）

 三叉紳経蓮動核の腹側に背腹方向に走る小変

性向維群があり，一部は背側に延び索欺休の外

側を通り，bcr織維と合して山頂に達する．・一一・・

部は索歌体織維群中に入り，結合讐周辺を上行

する繊維となる．後者はその走行より從來腹側

脊髄小脳路と称せられたものに一致する．

 左心もこの面では現はれてるるがとこには殆

んど変性織維は見られない．

 （F）前髄帆，出盛小：葉現はれ，歯欣核の浩失

する面（盤面9）

 中心髄質にはAla lobuli centralisの一部が現

はれてるる．

 ’歯歌心を内外両側より囲むが如く背側に昇れ

る経唱歌体性の変性繊維群はAla lobull centralis

の背側部で外側群，内側群が再び合流して弧大

なる織維束となり，外側に弧を画きつつ山頂の

交蓮Rcul b腹側に入り横走し，一部は対側に

移行する． 一i部は．更：に背側に上行し山添；Rcu

IV！， Rcu IV t，に入る．～これちの交連内では変

性織維は主に背腹方向に走ってみる．その他内

方に曲り急啓に方向を転じて，申心小葉，小舌

の交蓮に入る変性織維も認められ，それらは横
       ミ
点しつつ対側に移行する。

 （E）切片におV・て結合腎周辺を背側に上行せ

し変性織維はとの面におては，絹子歌をなして

結合讐背側部に達し，Ziehe1ゴs）の所謂Stragu－

lum Faserを形成し，大部分は前髄帆の：方に方

向を転じヒの中に入り，横走せる織維となり，

対側に移行する．その中一部は更に小舌に入

る．

 第7標本におV・ては既にRcu IVも現はれて

居り，その中に少数の変性織維を認める．

 （G）上呂が大きく現はれる面（写眞10）

 この面では中心髄質は極めて狭長になり，歯

厭核を内外側より取囲み（F）切片におV・て再

び合流せる経晶晶体性の変性織維により大：部分

を占められてみる． との繊維群はventrolate ra

よりdorsomedialの方向に走り，大部分は山頂

における最：大の交連たるRcu（Trtmcus verti－

caiisに当る）に入り一部はRcu I， Rcu IVに

入る。その腹側を企むる可なり多数の変性織維

は直接申心小葉に入る．吻側面に進むにつれ

Rcu I， Rcu II， Rcu IIIも現はれ詣り，ヒれ

ら交連へも可なりの変性織維が侵入する．とれ

らの交連内では変性織維は主に横走して，その

約総は対側に移行してみるのを見る，その髄質

の辺縁では繊維はd・rs・ventra］va走り，可なり

のものが顯粒層を上行してPurkinje氏細胞の

附近まで到激してみる訴訟を，明らかに観察す

ることができる（点点11）

 Rc ulll， Rcu IVにては背腹方向に走る織維

のみが見られるもRcu I， Rcu IIに比し遙か

にその数を減じてみる．

 この面においても結合胃外側縁を上行する少

数の変性繊維が認められ，ヒれらはStragulum

に達し，更に方向を転じ前髄帆に入る．前髄帆

では変性織維は一部対側に移行し，一部は背腹

方向に走り，小舌に侵入してみる丈写眞11）．

 小舌中の変性繊維は主に乱読：方向に走り，多

数の変性織維が穎粒層を上行し，Purkinje氏細

胞の附近に到達するのが認められる．ここに器

いても変性織維は右側に多く，左側のものとの

比は大約2＝1である．

 （H：）最も吻側の面．

 小舌は最早見られす，誠心小葉i，山頂のみが

現はれて居り，とれらの髄質申では多数の密な

る横走変性織維が見られ，一部は対側に移行し

ている．それらの辺縁部では背面方向に向きを

変へ，顯嘉暦中を上行し，Purkinje氏細胞附近

に絡る多数の変性織維も認められる．吻側に進

むにつれて，中心小：葉は浩：失し，山頂のみとな

り，とこにおいては横走する変性織維は減少

し，変性繊維は主として横に切られて現はれ

る．

 変性織維の分布密度は中心小葉に最も多く

Rcu I， Rcu II， Rcu IIIの順に減少する．各・
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                   t
小葉を通じ，右側に多く左側に少く，その比は

大約2：1なるヒとは（G）切片同様である．

 第7標本では山頂におや・てはRcu IIに最：も

変性織維が多く，Rcu l， Rcu HI， RCu lVの

順に減少する．

総括並に考按

 先づ脊髄小脳路の小脳髄質内の走行を槍討す

るに，1876年：Flechsig 7）により始めて記載さ

れた二言胃背1則脊髄1／JM且出路  （Flechsig 7）， の経

路）は延髄においては面外弧歌織維の大部分を

なしつつi素1伏体中に：移行し，索1伏体中にてはそ

の中心部を占め著明なる集束を形成しながら，

歯応核上端の部でとのものを外側より取巻く多

数の織維群と，内方より取巻く少数の織面面に

分れ，それらはrostrodorsalで再び合流して虫

部に向ふととが確認されてるる（久留18），Ziehen

3S）， Collier ＆ Buzzard 4））．

 余も面この所見を確認するtとができ）絶が，

特に前額断面所見（D），（E）において索歌体の

大部分を占める紡錘形の弧大なる繊維束の大：部

分は，謡歌棲の外側を弧歌に背側に走り虫部に

向ぴ，主として山頂，Zwischengyru9・， Comg

（矢厭断面における前小脳交連に当る）に入るの

を証明し得た．とれはZfehen tRRL）の所謂bcr繊

維に相当するものであらう．一方叉経画品体性

繊維の中少数の織維が歯欣核の内側を上行し虫

部に向ひ・，Comgに達するのを証明し得た． d

の種織維中には一部栓歌核に終るものも認めら

れる．これら繊維中栓歌心の内側を通り結合讐

周辺を吻側に上行しヒれを廻り，更に尾側に方

向を転じComgに入る極少数の繊維が見られ

るが，これらは從來腹側脊髄小脳路（Gowers lo）

の経路）として取扱はれた繊維に一部一致する

性歌を示すものと云へよう．更に吻側の面（：F），

（G）に進むと，上蓮の如く一旦歯歌核の内外側

に分れた織維群の大部分は再び背側で合流し，

強大な繊維i束を形成しつつ大部分はそのまま背

側に向ひ由頂に入り，一部は腹側に：方向を転じ

中心小葉，小舌に入るのを観察できる．

 上述の結合腎周辺を昇れる繊維群は結合瞥の

最盛側部に達して帽子歌の形をとり，ziehen 3S）

の所謂Stragulum－Faserを弄多成し大部分は前髄

帆に入るが，一＝部は腹側に転じ直接小舌に侵入

する．前髄帆に入った繊維のその後の走行は前

額断面よりは寧ろ矢1伏断面において詳細明瞭に

観察することができる．即ち正中断面に近い面

にては，とれらの繊維は大部分前小脳交蓮に入

り，山頂，山腹に分布する．叉その中の可なり

多数の繊維が直接小舌の外，虚心小葉言高聞小

：葉内に侵入する．即ちtの種の繊維（即ち從來

の腹側脊髄小脳路繊維）はその終末に誇いても

他の大部分の経論歌体性の脊髄小脳路繊維（即

ち憾言の背側脊髄小脳路繊維）と区別するtと

ができない。ヒの種前髄帆に入る繊維の一・部は

室頂核の背腹を廻り錐体中にも入るが，それら

の中の少数のものが室頂核に測副枝を逡ってみ

るが如き印象を受ける．

Mac Nalty＆Horsley 30）（猿）， C・llier＆

：Buzzard 4）（人聞）も多数の脊髄小脳路上維が室頂

核に入ることを強調してみる．更に側方面に進

むと結合瞥背側を通過する織維のみが現はれ

るが，これらは球疑核を向腹両側より囲むが如

く尾側に走り，錐休，山腹に入るのを見るが球

1伏核自体に入る側副技は認め得ない．

 栓娘核の現はれる面になると前髄帆を経由し

允繊維は著しく数を減じ点点の背腹両側を通p

つつ，錐体，山腹に分布するのを証明する．そ

の際一部栓歌核に側副枝を逡ってみるのを証明

し得た．更に側方面に進み歯状核の現はれる面

にては上述の前髄帆を経由した繊維は最早認め

られなくなる．一方この種外側の切片では索1決

体の大部分を占める脊髄小脳路織維は紡錘形を

なしつつ，ventrorostralよりdorsocaudalの方

向に走り，大部分はZiehen 3S）のいわゆるv】cr織
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維となり，歯歌島の外面側部を弧歌に尾側に進

み山腹，錐i休に入り，一部は証歌核の背高両三

を通り錐体に入る．tの種繊維紙背側部の可な

り多数の織維は直接中心小葉，山頂，小舌に侵

入する．vlcr織維からも謡歌核へは側副枝を途

ってみないように思われる．然しCollier＆

：Buzzard軽）は人闇にて豆油核への側副枝を認め

「た’と説き，Andr創Th⑪mas 1）は繊におい℃歯歌

詞並に室頂核への側副枝を認め，Frenkel s）も

鳩において同様な側副枝を認めたと記載してみ

る．一方ziehen「’s）は人間においては歯状核

への側副枝の存在を疑問硯し，Mac Nalty＆

Horsley 30）（猫，猿〉， Beck 2）（猫）等もその存

在を否定している．余の所見は後者の考えを支

持するものの如くである．

 正中面に近づくにつれrostrocaudalに走る

vlcr織維は両々に減じ， ventredorsalの：方向に

走る織維が塘面し，途にはこの二つの異なれる

：方向に走る繊維群は相混合して，張大なる前小

脳交蓮を形成する．mstrocauda1に走るものは

申心髄質の背側を尾働1に進み大部分は錐休に，

一・一狽ﾍ山腹，虫払，虫隆起に達する．叉前小脳

三春より小舌，中間小葉，中心小葉に入る多数

の繊維も認められる。ventrodorsa】に走るもの

は大部分背側に延びて山頂に入る．正中側に進

むにつれ前小脳交連には横切織維束が増加する

も，ヒれらは対側に移行する織維群により構成

されると考え．るべきであろう．

 次に脊髄小脳路の小脳内終末部について述べ

るに，その絡末部位が虫部（Vermis）であるこ

とに関して：は大体諸学者の意見は一致してみ

る．即ちZiehen 38）は人間，猿，猫，犬，家兎

についてなされた実験を総：卸して所謂背側脊髄

小脳路は主に中心小葉，山頂に絡り，滋雨にも

可なりの晶晶を見るが，：L⑪bus posteriorには

少数しか終末せす，ノ」ギ舌には全然絡らないか或

は僅かに冠り，虫垂，結節には全然絡心しない

と説き，一方所謂腹側脊髄小脳路の終末につい

ては不詳な点が多く，すべてではないかも知れ

ぬが大部分は上虫（Vermis superior）に終るも

 のと結論した．然かし彼の所説には自己の経験

 が欠除してみる．

  May 2⑪）は所謂背側脊髄小脳路の主な絡一部

 位は上品の皮質なりと》・い，Beck 2》は猫にお

 ける鹿島より脊髄小脳路はVermis superior即

 ち小舌， 中心小葉， 山頂にもっとも多く密計

 し，次いで錐体，山腹，隆起，虫板の順に多く

．終末し，Fissura secundaより尾鰯の虫即ち虫

 垂，結節には殆んど終末を認めないといい，そ

 の中所謂腹側脊髄小脳路は虫部の丙側に絡末

 し，所謂背側脊髄小脳路は外側に絡諭するtと

 を三五し，前者」は決し「てVerrnis inferior には1

 語末しないといふ，同様にRaDson％）， Ingvar

 14）J：Beck 2）はSulcus prlmariusの尾側には所

 謂腹側脊髄小脳路は絡末しないと唱え，H⑪che

 12），Tooth 3s）， Mott 24）はとのものはVerrnis

 superiorの腹側に絡点すると主張する．從來よ

 り両経路の絡末部位を区別する考え方として

 は所謂腹側脊髄小脳路は吻側虫部に，所謂背側

 脊髄小脳路は尾側虫部に終末するル成すVan
 Gehuchten 9）， Edinger‘6）， Horrtzx i3）等の意見と，

 阿謂腹側脊髄小脳路は尾側虫部に，所謂背側脊

 髄小脳路は吻側虫部に終末すると成す：Lewan－

dowsky ig）， D壱jeTine 5）等の意見とが対立してき

たが，ヒれらは変性繊維の走行の印象よりの判

断と思はれるも，久留教授1s）の指摘された如

 く，その走行より馬渕，背側を区別することは

全く無意味であり，その終末についても両者

 を区別することは不可能である．Mac Nalty＆

Horsley 30）の猿にお・ける極めて詳細なる研究の

結果もこの結論を支持するものである．

  余の標本の矢状断面所見について述べるに，

正中断面より栓1伏核の現はれる面に至る虫領域

即ち虫の比較的iE中側部においては脊髄ノ1、脳路

 は主にLobus anteriorに多く分布する．即ち

 中・心ノ」、葉，中間ノJ、葉，ノ」、舌姪二もつとも多く，次

いで山頂に多く終末する，山頂においては第1

枝にもっとも多く，第2，第3，第4枝の順に

減少する即’ちcaudalの方向に進むにつれ減少

する．
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 Sulcus primariusを境：としてLobus posterior

に入ると絡末織維の数は急激に減少するが，な

を錐体には可なり多くヒれを証明する．山腹に

は比較的少い．山腹の細部ではその第1枝に多

く，第2，第3枝に行くにつれ減少する．即

ち，rostralの部に多く， caudalに行くにつれ

減少する．虫隆起，虫板には極めて：僅かの二二

を見るのみである．

 側方面に行くにつれ，：L⑪bus anteriorへの絡

末繊維は濡々に減少し，Lobus posterior特に錐

体に絡記する織維が増加する傾向が見られる．

ヒれはZi6hen 3g）の所謂v1Ct・織維の増加と雫

行ずる様に思はれ，主に從來諸家の所謂背側

脊髄小脳路に該当するもので，Mac Nalty＆

H⑪rsley鋤の記載する所見と一致するものであ

る余は從來の背山脊髄小脳路カミ虫の外側部に

絡乱するといふBeck！》の読に同意する訳には

行かないが，所謂背側脊髄小脳路に相当する

vlcr織維は虫の内，外側の区別なく分布し，外

側に行くにつれ，吻側虫部に終末するものが減

少し，尾側虫部特に錐体に絡末する織維が増加

するといふととはできよう．

 各小葉中の二言繊維は虫の外側方に進むに從

い全般的に減少し，二輪型をなして二二核が小

さく現はれる面では殆んどヒれを証明できな

い．減点駄断面を通じFissura seeUndaより尾

側の虫部，即ち虫垂，結節には終末繊維を認め

なかったが，第6標本の前額断面所見では虫垂

のもっとも背側部に若干の絡末織維が認められ

光．然かし本学では前庭榊経系の繊維の変性が

他に証明できるのでヒれをもって直ちに脊髄小

脳路織維の虫垂への絡末を主張することはでき

ない．然かしRanson es）， Ingvar i4）は從來諸家

の所謂背側脊髄小脳路の一部が虫垂に絡末する

と点き，：Bruce ：i＞は虫垂の二更に結節にも絡末

すると読いてるる．余の研究全般を通じ通覧す

ると脊髄小脳路繊維の虫垂への終末は寧ろこれ

を否定すべきであろう、

 Co斑er＆Buzzard a），1 lorrax i3）， Ranson L’s）は

なお～二の外脊髄小脳路繊維のノ1、脳牛球への終末

を記載し，：更tlz Collier＆：Buzzard 4）は小脳内

諸山への鳥山も想定してみるが，余の検索では

ヒれら主張を支持する何れの所見をも見出し得

なかった．

 SchMfer及びBruce 33）は脊髄小脳路の脊髄内

における起始部の高さにより小脳内絡末に差異

          ロが生すると読くもMac Nalty＆Horsley 3e）の

猿における実験は起始の高さと小脳内終末との

闇に何等本質的な関連を見出し得ないヒとを明

らかにした．余の症例では病変が腰髄，胸髄，

頸髄，延髄にある7例を含み，二って各脊髄小

脳路の起始の高さに種々の差異を認めるも（第

1表），小脳丙終末に関しては何等差異を認め

す，Mac Nalty＆Horsley 3⑪）の読の正当なる

ととを証し得た．

 脊髄小脳路の小脳内における交叉の問題に関

して：はWi ユkler Sfi＞s Pe｝lizzi 26）は人聞にお》・て

無数の交叉性繊維の存在を証したが，Ziehen ss＞

は人正常小脳のWeigert標本より， Collier＆

Buzzard 4）は：March｛標本より脊髄小脳路は多

くは，前小脳交連（C。mmissura magrvaに相当

する），後小脳交連（Commissura dorsalis）で交

叉して対側に移行することを明らかにした．更

にBeck 2）（猫），：Bruc♂）（人）， LewandGwskア

19）（犬，猫），Van Gehuchten 9）（家兎）， Shi－

mazono 32）（鳩）等は二二虫部に二二する織維が

優勢にして，一部は対剣に移行するといい，

Mac Nalty＆Horsleア30）は更に詳しく高台諸家

の所謂背圓脊髄小脳路の％，腹側脊髄小脳路の

舗は二二虫部に二二すると説いたとれら諸説

とは逆にAndre一一Thomast i），111gvar 14）等は猫に

おいて対側に移行する繊維の方が多いヒとを強

調してみる．余の症例中第6標本（一側の二心

体の障碍）は脊髄小脳路の交叉性の有無を観察

するにもっとも適当し距症例であるが，各前額

断面に：拾VYて脊髄小脳路はC⑪mmissura nl agna，

山頂，山腹，錐体の各交連に入り強大な横走織

維を形成しつつ，一部が対側に移行するのを秀

つとも明瞭に証明し得た．即ち同側．虫部に三三

する繊維と共に，対側虫部に移行する二二を証
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明すると．とができたが，両者の比は略2：1であ

り，2／3ici同側虫部に絡末するといふMac Nalty

＆Horsley 30＞の読に一致するものである。上述

の所見は矢歌断面標本における張力なる前小脳

交連の存在よりも肯定される．，

 次に脊髄小脳路の学内連絡細胞に関しても

從來全く対蹟的な意見が行はれてるる，即ち

Ramon y Cajal 27）， Miskolczy 23＞等が脊髄小且菌

路織維は苔歌織維（Moos faser）をなして穎粒

細胞に絡末するとなし，ziehen 3S）も大体彼等の

意見を・認めてみるようであるが，Jakob 1「’），

Wink里er粉， S・lhimazono 32）等は雪上織維（Kletter

亀ser）をなしPurkinje氏細胞に絡嚇するとな

した．久留敏授18＞も後者に賛意を表されてみる

が，同一標本の槍索による余の結論は勿論教授

と同一である，

 最後に右側延髄内において三叉神経脊髄根切

断手術k Sj6qvist 34）手術）を施行せられた第6

標本にお・いて，脊髄小脳路と共に変性に陥れる

と思はれる求小脳性経路について門門に触れよ

う．本門では脊髄小脳路の外に明らかに前庭小

脳路，オリーブ核小脳脚等が変性に陥ってみる

と思はれる．前額断面所見（G）切片におV・て

中心髄質腹測部に：Formatio fasciculataより由

來せると：思はれるd⑪rsomedialよりventrolatera1

の方向に走る変性繊維群が見られ，中心髄質の

中央部附近に多数存在せる脊髄小脳路繊維とは

全く別個に区別され得る．ヒの繊維群はZiehen

38）の所謂Pla毛ea floccularis（：Flocken strasse）を

形成し，Flocculusの申に侵入するのが見られ

る．ziehen 3s）によればヒの経路は ：N udeus

triangularisと：Flocculusとを結ぶ経路であって

Tractus triangulofloccu］arisと称すべきであると

いふ。Winkler 36）は～これをTractus vestibulo－

fioccularisと呼んでみる．延髄自体に障碍のな

い第7標本ではeのものは全く見られなかつ
1た．

 オリーブ核小脳路はJak⑪b晦によれば索歌

体申でその腹外側部並に申央部を占めてみると

いい，W云nkler 3s）はとれと反対に脊髄小脳路の

外側にあると主張し，Ziehe113s）は脊髄小脳路

を取囲むが如く存在し，申心髄質内ではその外

側にあり，と．れと共に走りvlcr織維の一要素

をなして殆んど脊髄小脳路と区別することがで

きないと記載してみるが，余の例においても両

者を区別することは困難であった．

 前額断面所見くA），（B）切片におV・て右側中

心髄質の中央より歯歌核の内外側にかけ多数の

短かく横切された細径の織維を見るもZiehen

a‘1）の所謂sc織維に該当するものと思はれ，

Tractus pontocerebe！lar五sの一部をなすものと

思考する．その腹側にある一部は斜走し，張大

なる織維群を形成し二腹小葉中に侵入してみ

る．該小葉中では主に背外側より腹内側に斜走

してみるのが見られる．扁桃にも可なり多数の

変性織維を認め得たが～これも恐らくTractus

pont。cerebellaTisの一部に変性が惹起せられた

：ためと思はれる．

結

 余は教室に保存せられπ脊髄並に延髄に障碍

があり，脊髄小脳路に変性を認める6例7列の

人小脳Marchi連続切片検索から，入聞におけ

る脊髄小脳路の小脳髄質申の走行，側副枝の有

無，小脳虫部の終末部位，交叉性の問題骨内

蓮絡細胞を槍閉し，次の結論に到達じた．

 G）脊髄小脳路は索歌体において，このもの

の大部分を占める著明な集束を形成し，小脳髄

論

質に入り，歯1伏工腹側の部で，これを外方より

取巻く多数の繊維と，内方より取巻く少数の繊

維に分れ，それらは上後方で再び合流して虫部

に向ふ．後者の最内側にある極めて一小部分の

織維は結合子周辺を吻側に上行し，更に尾側に

方向を転じ，大部分は前髄帆に入りたる後，虫

：部の諸小葉に分布するが，その二丁部位に関し

爾余の大部分の織維と区別することはできな
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 （2）脊髄小脳山留i維の小脳内終末部位は虫部

であって，Vermis sUperior即ち申」C・小葉，小

舌，山頂にもっとも多く，山頂ではその吻側部

程多く，尾側に向って少くなる．Vermis superior

に次いで錐体に多く野末し，山腹に至ると織維

は前二者に比し急減し，虫隆起，虫板には極め

て少数の絡末を見るのみである．山腹において

も山頂同様その吻側部程絡末織維多く，尾側の

方向に減少する．虫垂及び結節には絡末しない

ものと考えたい．

 （5）脊髄小脳路織維は画面核，栓1伏核に側副

枝を途るも，歯状核，球駄核には側副枝は逡ら

ない．

 （4）脊髄小脳路繊維の大部分は藍染虫部に終

末し，一部分が前小脳交蓮，後小脳交蓮にて交

叉して対測虫部に移行する．同学虫部に終末す

る繊維と対側虫部に終末する繊維との比は大約

2＝1である。t

 ⇔脊髄小脳路の終末繊維は塁上縷維をなす

ものと考えられる．顯粒暦を上行してPurkinje

氏細胞の附近にまで到達するのを証明するとと

ができる．

 本論丈を欄筆するに当り終始御懇篤なる御指導並び

に御校閲を辱うした恩師久留敢授に満腔の謝意を表わ

す，なほ本研究に多大なる御援助を与えられた敢室員

諸氏に深謝する．
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平 手 論 文 附 圖 〈1）

第1図 小脳正申断面模型図
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第2図 小脳矢欺断面切片の方向を示す模型図
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第3図 小脳前額断面切片の方向を示す模型図
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